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【危険木】
■危険木は人命第一に考えて欲しいので
いので、危険

■現状の姿をできるだけ残すことも考えて検討して欲しい
■日常管理の中で
【針葉樹、シラカンバ、つる植物】
■針葉樹、シラカンバ、つる植物は多種多様性の面から
【移植】
■移植木
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全体のバランスは良くなった
植栽が育って実際に形になるのは、数十年後なので、

栽計画について継続的に議論をしていってもらいたい
植栽の成長は長い時間をかけて見守っていきたい
移植木の管理はしてもらえるのか？

は植栽の成長については

【危険木】 
危険木は人命第一に考えて欲しいので
いので、危険と判断した時に適切な対応を
現状の姿をできるだけ残すことも考えて検討して欲しい
日常管理の中でこまめに安全確認や

【針葉樹、シラカンバ、つる植物】
針葉樹、シラカンバ、つる植物は多種多様性の面から

【移植】 
木についてはしっかり枯れないように管理をして欲しい

  

全体のバランスは良くなった 
実際に形になるのは、数十年後なので、
継続的に議論をしていってもらいたい
長い時間をかけて見守っていきたい

移植木の管理はしてもらえるのか？ 
は植栽の成長についてはどう管理するか

危険木は人命第一に考えて欲しいので必要な
と判断した時に適切な対応を検討して

現状の姿をできるだけ残すことも考えて検討して欲しい
安全確認や手入れすることが第一

【針葉樹、シラカンバ、つる植物】 
針葉樹、シラカンバ、つる植物は多種多様性の面から

しっかり枯れないように管理をして欲しい

調整が必要な意見
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実際に形になるのは、数十年後なので、この計画地を含めて公園全体の植
継続的に議論をしていってもらいたい 
長い時間をかけて見守っていきたい 

するかが重要だろう 

な時に対策をして欲しい
検討して欲しい） 

現状の姿をできるだけ残すことも考えて検討して欲しい 
入れすることが第一 

針葉樹、シラカンバ、つる植物は多種多様性の面から現計画内容で良いのではないか
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この計画地を含めて公園全体の植
■何もしないということもありでは？
■外来種が入ってきたら人的対策で抜き取る（ボランティア等）
■芝工、在来種草本、植生シート、いずれも反対
■法面に吹き付けや貼り付けなどの手を加えないということができないだろうか？
■法面の保護は一定期間の立入禁止により、様子を見ながらその都度対策をとるべき
■自然発生という考えが良い。必要ないものは
■北
来種になる

■ツルアジサイ等が現場に適合したとして、繁殖できるような草刈り等の手入れをして欲
しい。→

■新しく出てきて良いものは残していく管理をする
■しっかりと予算をつける必要
■法面緑化の
■ボランティアの活用等もあるが完璧には難しい
■少なくとも「オオ
■最低限の対応をしたい

危険木ではな

内容で良いのではないか 

■ 公園全体については
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■ブッシュは立
して欲しい

■サインは無駄なものをなくして
■あずまや
 

何もしないということもありでは？
外来種が入ってきたら人的対策で抜き取る（ボランティア等）
芝工、在来種草本、植生シート、いずれも反対
法面に吹き付けや貼り付けなどの手を加えないということができないだろうか？
法面の保護は一定期間の立入禁止により、様子を見ながらその都度対策をとるべき
自然発生という考えが良い。必要ないものは
北彩都ではどんどん外来種
来種になる 
ツルアジサイ等が現場に適合したとして、繁殖できるような草刈り等の手入れをして欲
しい。→難しい面があり
新しく出てきて良いものは残していく管理をする
しっかりと予算をつける必要
法面緑化の整備費の一部を
ボランティアの活用等もあるが完璧には難しい
少なくとも「オオハン
最低限の対応をしたい

公園全体については
い 
ブッシュは立入禁止が基本のようだが、
して欲しい 
サインは無駄なものをなくして
あずまやは無くてもの良いのではないだろうか

何もしないということもありでは？ 
外来種が入ってきたら人的対策で抜き取る（ボランティア等）
芝工、在来種草本、植生シート、いずれも反対
法面に吹き付けや貼り付けなどの手を加えないということができないだろうか？
法面の保護は一定期間の立入禁止により、様子を見ながらその都度対策をとるべき
自然発生という考えが良い。必要ないものは

ではどんどん外来種が来る。自然界は遷移して来ている外来種が

ツルアジサイ等が現場に適合したとして、繁殖できるような草刈り等の手入れをして欲
難しい面があり郷土種から新しい

新しく出てきて良いものは残していく管理をする
しっかりと予算をつける必要がある。 

の一部を管理(人件費等
ボランティアの活用等もあるが完璧には難しい

ハンゴンソウを抜く」とか悪い部分だけ対応する
最低限の対応をしたい 

公園全体については緑の回廊、周辺との連続性、市の中心の緑という観点で考えて欲し

が基本のようだが、

サインは無駄なものをなくして適切な設置
無くてもの良いのではないだろうか

その他

法面緑化

外来種が入ってきたら人的対策で抜き取る（ボランティア等）
芝工、在来種草本、植生シート、いずれも反対 
法面に吹き付けや貼り付けなどの手を加えないということができないだろうか？
法面の保護は一定期間の立入禁止により、様子を見ながらその都度対策をとるべき
自然発生という考えが良い。必要ないものは抜き取って管理する

来る。自然界は遷移して来ている外来種が

ツルアジサイ等が現場に適合したとして、繁殖できるような草刈り等の手入れをして欲
から新しい種が出てくることもある。

新しく出てきて良いものは残していく管理をする 
 
等)に使うべきと考え

ボランティアの活用等もあるが完璧には難しい 
」とか悪い部分だけ対応する

緑の回廊、周辺との連続性、市の中心の緑という観点で考えて欲し

が基本のようだが、子どもが入って観

適切な設置位置を考えて欲しい
無くてもの良いのではないだろうか 

その他 

法面緑化 

外来種が入ってきたら人的対策で抜き取る（ボランティア等）のはどうか 

法面に吹き付けや貼り付けなどの手を加えないということができないだろうか？
法面の保護は一定期間の立入禁止により、様子を見ながらその都度対策をとるべき

抜き取って管理する 
来る。自然界は遷移して来ている外来種が 100 年後には在

ツルアジサイ等が現場に適合したとして、繁殖できるような草刈り等の手入れをして欲
くることもある。 

使うべきと考える 

」とか悪い部分だけ対応する 

緑の回廊、周辺との連続性、市の中心の緑という観点で考えて欲し

子どもが入って観察や触れ合って遊べるように

位置を考えて欲しい 

法面に吹き付けや貼り付けなどの手を加えないということができないだろうか？ 
法面の保護は一定期間の立入禁止により、様子を見ながらその都度対策をとるべき 

年後には在

ツルアジサイ等が現場に適合したとして、繁殖できるような草刈り等の手入れをして欲

緑の回廊、周辺との連続性、市の中心の緑という観点で考えて欲し

察や触れ合って遊べるように

（別紙） 



 

 

■  Ｂ グ ル ー プ

 

■自然更新ゾーンの広さでは樹林は形成できない
■自然更新ゾーンはヤナギが自然更新できる環境ではない、ハルニレ
■他の高木の下へ枯葉を集めて天然更新を促す方が良い
■植栽計画は
■ヤナギの植栽種はなぜエゾノキヌヤナギなのか？
■周辺の河川で量が多いのは
■オノエヤナギも十分きれいに見える
 

【針葉樹】
■多様性、景観上必要
■育てていって考えると良い
【シラカンバ】
■今の本数なら問題ない
■花粉はシラカンバだけの問題ではない
【大木】
■大木は一概にして危険木ではな
【つる】
■ブドウ、コクワは害があるが気根で
【移植】
■移植に
【外来種】
■将来的
■ここは
■ここは樹で楽しんで
■イチョウも外来種である、外来種は全て排除したいのか疑問

グ ル ー プ  

自然更新ゾーンの広さでは樹林は形成できない
自然更新ゾーンはヤナギが自然更新できる環境ではない、ハルニレ
他の高木の下へ枯葉を集めて天然更新を促す方が良い
植栽計画は 10 年単位ぐらい
ヤナギの植栽種はなぜエゾノキヌヤナギなのか？
周辺の河川で量が多いのは
オノエヤナギも十分きれいに見える

【針葉樹】 
多様性、景観上必要であり
育てていって考えると良い

【シラカンバ】 
今の本数なら問題ない 
花粉はシラカンバだけの問題ではない

【大木】 
大木は一概にして危険木ではな

【つる】 
ブドウ、コクワは害があるが気根で

【移植】 
にはお金がかかるが、植栽直後少ない緑で良いのか

【外来種】 
将来的な植替え時に郷土種にしていけば良い
ここは外来種でなくて在来種で緑化が可能
ここは樹で楽しんでもらいたい
イチョウも外来種である、外来種は全て排除したいのか疑問

自然更新ゾーンの広さでは樹林は形成できない
自然更新ゾーンはヤナギが自然更新できる環境ではない、ハルニレ
他の高木の下へ枯葉を集めて天然更新を促す方が良い

年単位ぐらいで見直しが必要 
ヤナギの植栽種はなぜエゾノキヌヤナギなのか？
周辺の河川で量が多いのはオノエヤナギやエゾヤナギなど
オノエヤナギも十分きれいに見える 

調整が必要な意見
 

植栽計画
 

であり量は好み 
育てていって考えると良いので当面この計画で良い

花粉はシラカンバだけの問題ではない 

大木は一概にして危険木ではなく個々で対応を考えていくべき

ブドウ、コクワは害があるが気根で登る種を選定しており心配ない

お金がかかるが、植栽直後少ない緑で良いのか

植替え時に郷土種にしていけば良い
外来種でなくて在来種で緑化が可能 

もらいたいので花壇は不要
イチョウも外来種である、外来種は全て排除したいのか疑問

自然更新ゾーンの広さでは樹林は形成できない 
自然更新ゾーンはヤナギが自然更新できる環境ではない、ハルニレ
他の高木の下へ枯葉を集めて天然更新を促す方が良い 

 
ヤナギの植栽種はなぜエゾノキヌヤナギなのか？ 

やエゾヤナギなど 

調整が必要な意見 
 

植栽計画 
 

当面この計画で良い 

個々で対応を考えていくべき 

種を選定しており心配ない

お金がかかるが、植栽直後少ない緑で良いのか 

植替え時に郷土種にしていけば良い 
 

ので花壇は不要 
イチョウも外来種である、外来種は全て排除したいのか疑問 

自然更新ゾーンはヤナギが自然更新できる環境ではない、ハルニレは可能 

 

種を選定しており心配ない 

■外来種をひとつも入れないという考え方はおかしい
■シロツメクサ
■クローバー等の低い種は良い
■防犯上大型の草本は危険
■街灯はあるが防犯上、草丈は低くしたい
■芝が良いのは踏まれる事が多い場所
■在来種メインで
■園路周辺だけを芝生にすれば良い
■在来種の

■常磐公園は
■街灯は
 

外来種をひとつも入れないという考え方はおかしい
シロツメクサ（ホワイトクローバー）
クローバー等の低い種は良い
防犯上大型の草本は危険
街灯はあるが防犯上、草丈は低くしたい
芝が良いのは踏まれる事が多い場所
在来種メインで場所を考えて芝生にする
園路周辺だけを芝生にすれば良い
在来種の種子吹付が良い

常磐公園は身近にいるお客さんを案内するのに良い場所となっている
街灯は LED の方が虫が集まりにくい

外来種をひとつも入れないという考え方はおかしい
（ホワイトクローバー）が

クローバー等の低い種は良いのではないか
防犯上大型の草本は危険、子供に危ない
街灯はあるが防犯上、草丈は低くしたい
芝が良いのは踏まれる事が多い場所 

場所を考えて芝生にする
園路周辺だけを芝生にすれば良い 

種子吹付が良い 

身近にいるお客さんを案内するのに良い場所となっている
の方が虫が集まりにくい 

その他

法面緑化

外来種をひとつも入れないという考え方はおかしい 
が侵入するのは悪いことか

のではないか 
、子供に危ない 

街灯はあるが防犯上、草丈は低くしたい 

場所を考えて芝生にする 

身近にいるお客さんを案内するのに良い場所となっている

その他 

法面緑化 

ことか 

身近にいるお客さんを案内するのに良い場所となっている 

（別紙） （別紙） 


